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■解答例□
(1) 「出た目が必ず nの約数となる」とは,「nが,1, 2, 3, 4(= 22), 5, 6(= 2 · 3)の公倍数である」ということであり,これは,

「nが
22 · 3 · 5 = 60

の倍数になる」ということである.

　これを満たす自然数 nで最小のものを求めると,
60
��

となる.

(2) 「出た目が nの約数となる確率が 5

6
」· · · [∗]であるとき,nの約数にならない唯一の目の数は 4または 5である. 理由は以

下の通り.

　 1が nの約数にならない唯一の目の数になることはありえない. なぜなら,もし 1が nの約数にならない唯一の数であ
れば,2は nの約数ということになるので,1も nの約数ということになってしまう (不合理).

　 2が nの約数にならない唯一の目の数になることはありえない. なぜなら,もし 2が nの約数にならない唯一の数であ
れば,4は nの約数ということになるので,2も nの約数ということになってしまう (不合理).

　 3が nの約数にならない唯一の目の数になることはありえない. なぜなら,もし 3が nの約数にならない唯一の数であ
れば,6は nの約数ということになるので,3も nの約数ということになってしまう (不合理).

　 6が nの約数にならない唯一の目の数になることはありえない. なぜなら,もし 6が nの約数にならない唯一の数であ
れば,2と 3は nの約数ということになるので,6(= 2 · 3)も nの約数ということになってしまう (不合理).

　以上より,「出た目が n の約数となる確率が 5

6
」· · · [∗] であるとき,「n の約数にならない唯一の目の数は 4 または 5」

· · · [∗∗]である.

　 [∗∗]を満たすような自然数 nで最小のものは
12

であり,このとき,[∗]は成り立つ.

　よって,[∗]が成り立つ nで最小のものは
12
��

となる.

(3) 3回サイコロを投げたときの目の出方の総数は
63(通り)

であり,これらはすべて同様に確からしい.

　 20 = 22 · 5であるから,3回投げて出た目の積が 20の約数になるための条件は,「出た目の積を素因数分解したときに,

素因数 3をもたず,素因数 2の個数は 2個以下であり,素因数 5の個数は 1個以下である」· · · [∗ ∗ ∗]である. この条件を
満たす 3つの目の数の「組合せ」を列挙すると,以下のようになる.





{1, 1, 1}, {1, 1, 2}, {1, 1, 4}, {1, 1, 5},
{1, 2, 2}, {1, 2, 5}, {1, 4, 5},
{2, 2, 5}

ここから,出た目の「順番」まで考えると,[∗ ∗ ∗]が成り立つような目の出方の総数は

1× 1 + 3× 5 + 3!× 2 = 28

である.

 

 



　よって,求める確率は
28

216
=

7

54
��

である.
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